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学
会
彙
報

▼
平
成
三
十
年
度
　
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

　
　

於　

九
州
大
学
箱
崎
地
区
理
系
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　
　
　
　
　
　
　

旧
工
学
部
本
館
３
Ｆ
・
一
〇
番
教
室

�

二
〇
一
八
年
六
月
九
日
（
土
）

	

〔
研
究
発
表
〕

「
忠
こ
そ
」
物
語
の
構
図
―
継
子
物
語
に
お
け
る
父
親
像
に
つ
い
て
― 

�

余　
　
　

鴻　

燕

瘤
取
爺
の
猿
楽
―
艶
笑
譚
と
し
て
詠
む
宇
治
拾
遺
物
語
第
三
話
― 

�
大　

木　

桃　

子

佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
「
形
容
詞
連
用
形
＋
ニ
」
に
よ
る
副
詞
的

用
法�

門　

屋　

飛　

央

丁
寧
語
の
発
達�

青　

木　

博　

史

伴
信
友
『
史
籍
年
表
』
刊
行
前
夜
―
近
世
後
期
工
具
書
編
纂
の
一
齣
― 

�

亀　

井　
　
　

森

芭
蕉
と
邵
康
節
―
此
一
筋
に
つ
な
が
る
―�

井　

上　

敏　

幸

	

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

さ
よ
な
ら
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
―
歴
代
助
手
が
語
る
研
究
室
の
思
い
出
―

�

柏
原　

卓
、
辛
島
正
雄
、
松
下
博
文
、
入
口
敦
志
、
高
山
倫
明

▼
第
六
十
八
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

　
　

於　

別
府
大
学
メ
デ
ィ
ア
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

�

二
〇
一
八
年
九
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
）

	

〔
研
究
発
表
〕

忠
こ
そ
物
語
の
構
想
と
中
国
文
学
─
舜
子
譚
と
そ
の
周
辺
─ 

�

余　
　
　

鴻　

燕

桃
源
瑞
仙
の
三
体
詩
の
抄
物
を
追
っ
て
―
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
三

体
唐
詩
絶
句
鈔
』
を
中
心
に
―�

古　

田　

龍　

啓

�

（
九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

▼
受
贈
図
書
（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
一
八
年
九
月
）

「
の
だ
」
の
文
と
そ
の
仲
間
・
続
編
：
文
構
造
に
即
し
て
考
え
る

�

山　

口　

佳　

也

水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
前
橋
文
学
館
収
蔵
資
料
目
録
：
萩
原
朔
太
郎
書
簡
編

�

前
橋
文
学
記
念
館

ふ
れ
あ
い
文
芸�

公
共
財
団
法
人
日
本
財
団

蜂
飼
耳
（
有
座
千
鶴
子
・
勝
海
安
奈
編
）

�

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

二
松
学
舎
創
立
百
四
十
周
年
記
念
論
文
集�

二
松
学
舎
大
学
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東
北
文
化
資
料
叢
書
第
十
一
集
：
小
津
久
足
陸
奥
日
記
（
東
北
大
学
院

文
学
研
究
科
東
北
文
化
研
究
室
）�

菱　

岡　

憲　

司

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集 

�

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢
書
二
十
：
好
忠
百
首
全
釈
（
筑
紫
平
安
文
学
会
）

�

福　

田　

智　

子

全
文
を
読
み
切
る
『
奥
の
細
道
』
の
豊
か
な
世
界
（
佐
藤
勝
明
・
大
垣

市
教
育
委
員
会
）�

佐　

藤　

勝　

明

創
立
百
十
六
周
年
記
念
：
古
典
籍
善
本
展
観
図
録�

大
阪
古
典
会

太
宰
府
文
化
財
名
選
：
観
世
音
寺
の
ほ
と
け
た
ち

�
太
宰
府
市
教
育
委
員
会

太
宰
府
市
の
文
化
財
第
一
三
三
集
：
太
宰
府
の
絵
師
調
査
報
告
一
：『
斎

藤
秋
圃
・
梅
圃
関
係
資
料
』�

太
宰
府
市
教
育
委
員
会

第
96
回
企
画
展　

生
誕
130
年
記
念
：
詩
人
大
手
拓
次
―
孤
独
の
箱
の

な
か
か
ら
―�

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
97
回
企
画
展　

愛
の
手
紙
―
文
学
者
の
様
々
な
愛
の
か
た
ち
― 

�

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
98
回
企
画
展　

歌
人
吉
野
秀
雄
没
後
50
年
記
念
：
ひ
と
す
じ
に
真
実

を
、
ひ
と
す
じ
に
命
を�

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
99
回
企
画
展　

子
供
た
ち
の
戦
争
―
あ
る
少
年
が
愛
読
し
た
新
聞
・
雑
誌 
�

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

秦
恒
平
撰
集
第
二
十
六
巻�

秦　
　
　

恒　

平

湖
の
本�

秦　
　
　

恒　

平

文
化
史
の
な
か
の
光
格
天
皇
：
朝
儀
復
興
を
支
え
た
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

飯
倉
洋
一
・
盛
田
帝
子

武
田
政
子
の
博
多
演
劇
史
：
芝
居
小
屋
か
ら（
狩
野
啓
子
・
岩
井
眞
實　

編
）

�

狩　

野　

啓　

子

俗
地
と
文
人
：
幕
末
期
大
坂
の
萩
原
広
道�

山　

崎　

勝　

昭

新
典
社
研
究
叢
書
280
：
菅
茶
山
と
そ
の
時
代
（
小
財
陽
平
） 

�

川　

平　

敏　

文

吉
嗣
拝
山
年
譜
考
證
（
長
尾
直
茂
）�

川　

平　

敏　

文

宛
字
百
景
：
漢
字
と
日
本
語
の
結
び
目
を
と
き
ほ
ぐ
す 

�

杉　

本　

つ
と
む

　

※
な
お
本
書
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
研
究
室
が
発
行
す
る
雑
誌
『
文

献
探
究
』
宛
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
が
、
本
欄
に
お
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
二
〇
一
九
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
び
に
研
究
発
表
会
の
お
知
ら
せ

二
〇
一
九
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
を
、
二
〇
一
九
年
六
月
二

九
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
（
日
程
が
通
常
と
違
っ
て
お
り
ま
す
。
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ご
注
意
く
だ
さ
い
）。
場
所
は
新
し
く
移
転
し
た
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
を
ご
希
望
の
方
は
、
発
表
題
目
を
二
〇
一
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

研
究
発
表
題
目
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
四
月

下
旬
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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〒
八
一
九

－

〇
三
九
五�

�

福
岡
市
西
区
元
岡
七
四
四　

イ
ー
ス
ト
一
号
館

�

九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
内

�

（Tel

・Fax

：
〇
九
二

－

八
〇
二

－

五
〇
八
五
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.lit.kyushu-u.ac.jp/japano/

（�

研
究
室
の
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、 

学
会
関
係
・

住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。） 

《
規
　
　
定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額 

維
持
会
員
四
千
円
（
各
号
二
部
配
布
）、

通
常
会
員
二
千
円
（
各
号
一
部
配
布
）
と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。


